




3．クリンカの分析

　図5に1次クラッシャ内から採取したクリンカサンプ
ルを示す。これら3種類のクリンカサンプルは，炭種や
燃焼条件が異なるものを採取しており，その形状や溶融
状態も異なる。サンプル S1のクリンカは大塊となって
炉底に落下し，1次クラッシャに噛込まなかったもので
ある。ガラス質で緻密なスラグ塊である。S2は大塊に
は成長せずに落下したもので，一部は焼結しているもの
の空隙が多い。S3も大塊には成長せずに落下したもの
であるが，ガラス質で内部に空隙がある。これらのクリ
ンカサンプルの組成分析，粘性および溶融性を測定し，
クリンカ大塊の特性を考察した。
　表1に3種の石炭灰およびクリンカの組成分析結果を
示す。クリンカ大塊 S1を生成した際に使用していた石






